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立
数
大
学
や
東
京
農
業
大
学
が
50歳
以
上

を
対
象
に
し
た

「
シ
ニ
ア
大
学
」
の
内
容
を

拡
充
し
て
い
る
。
立
敦
大
は
来
年
度
か
ら
、

シ
ニ
ア
大
の
修
了
生
が
全
学
の
授
業
を
1
コ

マ
単
位
で
受
謂
で
き
る
新
制
度
を
開
始
、
中

高
年
の
向
学
心
に
応
え
る
。
東
農
大
は
地
域

で
の
緑
化
活
動
の
摺
導
に
必
要
な
知
識
を
学

べ
る
新
コ
ー
ス
を
開
讀
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
大
学
で
学
ぶ
年
齢
層
が
若
者

に
偏
る
現
状
の
見
直
し
へ
、
中
高
年
層
の
学

び
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す
。
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シ
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ア
大
学

お
お
む
ね
50歳
以
上
を
対
象
に
大
ん
だ
あ
と
、

地
域
の
緑
化
活
東
農
大
は
満
50歳
以
上
の

三
学
や
自
治
体
な
ど
が
運
営
す
る
。
地
域
口
献
や
社
会
福
動
の
摺
導
役
に
必
要
な
本
格
人
が
入
学
で
き
る
各
種
学
校

祉
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
睾
や
実
習
な
ど
を
通
じ
的
知
識
を
学
べ
る
。
講
義
の
の
「
東
京
農
業
大
学
成
人
学

ほ
か
、

川
崎
市
内
の
公
園
に
校
」
を
1
9
7
5年
に
開
校

⑯
て
学
ぶ
。
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
公
開
講
座
に
比
べ

メ
子
＿
る
と
、
内
容
が
専
門
的
で
必
修
科
自
や
遠
択
科
目
が
定
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み
め
ら
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て
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り
、
期
問
も
1
年
間
に
及
ぶ
出
合
が
多
い
。

出
か
け
て
植
生
醐
査
を
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た

し
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が
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を
昨
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り
、
木
材
の
伐
採
を
体
験
し

4
月
に
大
学
傘
下
の
グ
リ
ー

り

付
し
て
い
る
。
セ
カ
ン
ド
ス

た
り
す
る
実
習
も
あ
る
。

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
に
改
組
。
運
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コ
マ
単
位
で
[
N
I

い
罪
観
げ
》
や
口
蒻
琵
汀
堂
[
[
闘
闘
い
生

も
受
け
て
い
る
が
、
新
制
度
計
6
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
退
職
は
2
8
8人
。
ほ
ぽ
定
員
を

9
地

域

緑

化

指

導

役

に

の
導
入
で
中
高
年
の
需
要
に

後
に
社
会
貢
献
を
考
え
る
中
確
保
し
て
い
る
。
同
大
の
安

き
め
細
か
く
対
応
す
る
。

高
年
層
の
増
加
傾
向
に
対
応
井
和
男
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

立
敦
大
は
同
大
の
人
文
学
き
か
っ
た
ほ
か
、
授
業
料
の

て
、
本
科
修
了
後
も
授
業
を
東
農
大
は
傘
下
の
シ
ニ
ア

し
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
を

セ
ン
タ
ー
次
長
は
「
事
業
の

系
の
数
授
ら
が
講
師
を
務
め
負
担
も
重
か
っ
た
。

聴
講
生

受
け
や
す
く
す
る
。
大
学
「
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
提
供
。
農
大
の
知
諏
や
人
脈
収
支
は
均
衡
し
て
お
り
、
社

る

「立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

制
度
は
最
初
に
半
期
の
登
録
シ
ニ
ア
大
は
文
部
科
学
省

ー
」
に
定
貝
30人
の

「
み
ど
を
生
か
す
こ
と
で
、
地
域
の
会
貢
献
の
意
味
も
大
き
い
」

ジ
大
学
」
で
、
本
科
の
修
了
料
1
万
円
を
支
払
え
ば
、

1

が
認
可
す
る

「大
学
」
で
は
り
の
地
域
づ
く
り
コ
ー
ス」

緑
化
活
動
に
寄
与
し
や
す
く
と
話
す
。
中
長
期
的
な
硯
点

か
ら
1
年
経
て
ば
、
授
業
を
コ
マ

3
万
円
で
受
講
で
き
な
い
が
、
立
敷
大
で
は
修
了
を
4
月
に
新
設
し
た
。
な
る
と
み
る
。
年
間
費
用
は
で
シ
ニ
ア
大
を
充
実
さ
せ
る

1
コ
マ
単
位
で
受
讀
で
き
る
る
。
経
済
的
負
担
を
軽
く
し
者
に
「
履
修
証
明
書
」
を
交
園
芸
や
造
園
の
基
碑
を
学
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4
月
か
ら
始
め
る
。

[[

日
本
の
大
学
は
海
外
に
比
べ
占
め
る
25歳
以
上
の
割
合
は
米
で
は
、
収
益
性
の
ほ
か
、
社
会
る
。
た
だ
、

問
口
を
広
げ
た
だ

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
の

g

て
学
生
の
年
齢
層
が
大
き
く
偏
国
が
2
1
%、
英
国
は
19％
に

達

的

役

割

の

面

で

も

不

十

分

と

の

け

で

は

、

苦

戟

し

て

い

る
大
学

「
畏
美
術
に
親
し
む
」
「
地

一こ
そ
い
る
。
経
済
協
力
開
発
礫
す
る
一
方
、
日
本
は
2
％
と
大
意
諏
が
大
学
側
に
出
て
き
た
。

百
n
も
少
な
く
な
い
。

立
敦
大
は
シ

域
ケ
ア
と
看
取
り」と
い
っ
~珊

(
O
E
C
D
)
に
よ
る
と
、
幅
に
低
い
。

こ
れ
ま
で
は
大
学
社
会
人
、
と
く
に
退
職
期
を
ニ
ア
大
が
景
気
低
迷
の

影
誓
を

課

た
約
50
の
授
業
は
も
ち
ろ

如
2
0
0
8年
の
学
部
入
学
者
に
進
学
率
の
上
昇
が
各
大
学
の
学
迎
え
て
い
る
団
塊
世
代
の
学
ぴ
受
け
る
な
か
、
新
制
度
と
共
に

ん
、
立
教
大
の
学
部
学
生
向

[[
歳

生

の

確

保

に

つ

な

が

っ

直

し

ニ

ー
ズ
の
取
り
込
み
は
重

み）

コ
ス
ト
削
減
策
も
実
施
し
、

13

け
の
約3
0
0

の
授
業
か
ら

~

2
5

て
き
た
と
い
え
る
。
要
に
な
る

。

立
教
大
学
や
東
京以
]年
度
の
赤
字
解
消
を
自
指
し
て

も
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。
年

・
る

た
だ
、
日
本
の
18歳
農

業

大

学

が

学

校

法

人

と

し

て

h
ノ

い

る
。

人
口
は
足
元
は
1
2
0

得
る
学
生
生
徒
腐
付
金
は
、

和

棗
大
学
大
学
院
堅
塁
研
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め
）

間
3
0
S
5
0
人
の
修
了
生
の
利一

~占
年

万
人
前
後
で
横
ば
い
だ

10年
度
時
点
で
微
増
の
傾
向
だ
ー
4

究
科
の
牧
野
篤
教
授
は
「
人
生
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